
 

 

 

 

 

 

 

 ＢＣＣ－Ｆｉｂｅｒ＜１１１＞／／ＮＤの平均密度計算 
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概要 

 極点図｛１１１｝の中心に極が現れる＜１１１＞／／ＮＤをγ－Ｆｉｂｅｒと言われている。 

   ＯＤＦでは、（Ｆｉｂｅｒ，５４．７，４５）に方位密度が出現する。 

   しかし、実際の解析ではΦ＝５４．７ではなく±３ｄｅｇにばらつく 

   このばらつきを考慮したγ－Ｆｉｂｅｒの平均値の計算を行う。 

    

データ 

 ＳｔａｎｄａｒｄＯＤＦ付属 

  ＦＥＲＬ１１０．ＴＸＴ 

  ＦＥＲＬ２００．ＴＸＴ 

  ＦＥＲＬ２１１．ＴＸＴ 

  をＳｔａｎｄａｒｄＯＤＦで解析 

 

    

 

 



解析 

(0,52,45)の整数化方位(111)[1-10] 

 

(90,57.5,45)の整数化方位(111)[-1-12] 

 

 (0,52,45) -> (111)[1-10] -> (0,54.7,45) 

 (90,57.5,45) -> (111)[-1-12] -> (90,54.7,45) 

 

 この結果γ－Ｆｉｂｅｒは (111)[1-10] -> (111)[-1-12]になっている。 

 しかし実際データでは (0,52,45) -> (90,57.5,45) が正しいと思われる。 



ＧＰＯＤＦＤｉｓｐｌａｙにＦｉｂｅｒの平均値計算を追加で計算 

従来の計算 

 

  

   

 

 

 

 



(0,52,45) -> (90,57.5,45)計算 

 

  

   

 

 

 

 

 

 



ＤＳｔａｎｄａｒｔｄＯＤＦ向けデータをＴＸＴ２へ 

ＳｔａｎｄａｒｄＯＤＦ入力データ 

  

ＴＸＴ２へ （α、β、強度） 

  

 

  

 

 

 



ＬａｂｏＴｅｘで解析 

 

ＳｔａｎｄａｒｄＯＤＦと比較（ファイル名が同一の場合比較できます） 

 

  



γ－Ｆｉｂｅｒに他の平均密度追加（Ｖｅｒ２．３２） 

 

Φｅｎｄ＝５４．７ φ2ｅｎｄ＝４５．０入力時に {111}<112>と{310}<001>の平均密度が計算される 

  

 

  



  

  

 

  

 

  



各種 ODFによる＜１１１＞／／ＮＤ比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ＯＤＦステップ５ｄｅｇから１ｄｅｇに補間 

 

 

 

Step=5deg     Step=1degに補間 

 

データ補間により値が変わります。 


